
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月に行われた市長選挙は無投票、市議会議員補欠選挙の投票率は と、有権者の関わりが 

極めて低い選挙に強い危機感と空虚感を抱きました。あらためて、選挙にどれくらいの税金が   

使われているのかを示しながら、いくつかの疑問を提起したいと思います。 

今回の選挙では、計６５か所の投票所に、投票管理者６５人、投票立会人１３０人、市職員約４３０人、   

民間従事者約１６０人が配置されました。 

手当は、 

 投票管理者約１９０００円 

 立会人１２１００円 

 市職員約４５０００円 

 民間従事者約１８０００円 

投票所での名簿管理を電子データのみにするなど、より一層、機械化や電子化を進め、業務の簡略化を   

図ることで、市職員の配置人数の抑制が可能になるのではないでしょうか？？ 

市内にはポスター掲示場が４８７か所設置され、  

選挙公報や投票所案内地図は全戸配布されています。

ポスター掲示場の大幅削減や、選挙広報のＳＮＳなど

無料媒体での発信を進められないでしょうか？？ 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

 

 

開票業務はほぼ全て市職員が行っています。 

開披、計数など様々な業務に数百人の職員が     

配置されています。全ての業務を市職員が担う必要が  

あるのでしょうか？？ 

  約１億３０００万円！！ 
  （  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（土・祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://www.geocities.jp/positive_square/ 
Facebook 活用しています！！ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

豊中市議会議員補欠選挙（定数１） 

 

★神原のここが疑問！！★ 

選挙の投票率が２２．３％だったということで、有権者約３３万１０００人の内、 が

選挙権を放棄されたことになります。まち、社会、地域、生活、様々なことが政治と密接に      

つながっており、各自が思い描く理想のまち、社会、地域、生活環境を具現化していくためには、   

その理想や希望を託し、委ねる政治家を選ぶ権利を先ずは有権者一人一人が行使すべきでは    

ないでしょうか。 

選挙権も被選挙権も行使されない有権者は、議会の決定、行政の執行に全て丸投げ、もしくは    

白紙委任ということなのでしょうか？ 

市議会議員補欠選挙の結果、大阪維新の会の議員が１人増え８人となり、公明党（９人）と      

合わせると、議会の過半数を占めることになりました。そこで、公明党市議団は、大阪維新の会との 

距離を縮める動きを活発化させています。象徴的な出来事が、今年度の議長選挙です。これまでは、 

議長や副議長の候補者を、長年、親密な関係を築いてきた公明党、自民党会派や旧民主党系会派の  

三者の話し合いで、決めてきました。しかし、今年度は、突然、公明党が維新議長を誕生させようと  

主張し、他の全会派が大困惑。それでも、他会派の意見を押しきり、豊中市議会初の維新議長が誕生 

しました。今後は、議会運営を公明党と大阪維新の会で主導権を握って行っていく可能性があります。

同時に、市長（執行部）側も、市議会のパワーバランスの変化を踏まえて、大阪維新の会との距離を  

一気に詰めていく可能性も考えられます。これまでと同様の市政運営が続いていくのか、      

今後の動向に注目です！！ 

選挙結果を踏まえ、あくまで個人的な分析、見解ではありますが、いくつか感じたことを記載します。 


